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うさぎ組担任 
最近の子どもたちの様子 

おねがい 

☆作るって楽しいな！☆ 

 

喧嘩するほど仲が良い 

今月の活動 

明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

年末年始はいかがお過ごしでしたか？子どもたちから楽しかったお話

を聞けるのが今から楽しみです。 

いよいよ冬本番！「寒―い」と言っていても走り回っていると「暑くな

ってきた。ジャンバー脱ぐ」と言いながら脱ぎ、また寒いと感じれば着

るといったように、自分で脱ぎ着できるようにもなってきているうさ

ぎ組さんたち。お着替えも先生がやってくれるのを待っているだけだ

ったのが、ズボンだけは脱いだり履いたり自分からできるようになっ

ていたり、全て自分でできるようになってきている子もいます。それで

も日によって「できない～やって～！」と甘えることもまだまだありま

す。そんな中、担任が手伝いに行けずにいると、友だちが集まって着替

えを手伝う姿も見られるようにもなっています！その姿は本当に涙が

出る程感動です(泣)お家でもまだまだ甘える姿が見られるとは思いま

すが、甘えている時は「できるでしょう！」ではなく甘えさせてあげて

下さいね。 

そんな可愛くて頼もしくもなっているうさぎ組の子どもたちと過ごす

のも残り３か月となりました。笑顔いっぱい元気に楽しく過ごしてい

きたいと思います。 

 

自分で着替えを頑張る子が増えています。衣服は自分で着脱しやすいサイズ、柔らかい素材の物をお願い

します。記名もお忘れのないよう、今一度確認をお願いします。 

 

 

粘土、お絵描き、シール貼り、そして最近では折り紙。

作る事が好きなうさぎ組さんたち。折り紙では最初は「折

って！」だったのが今では自分なりに工夫をして折り、三

角も折れるようになったのです。出来上がった形を見て

「魚できた」「お家みたい」と、クレヨンで目や口を描い

たり、お家にいるママを描いたり想像を膨らませて楽しん

でいます。また、大きな松ぼっくりを保護者から頂いたの

で、クリスマスツリーをと思っていたのが間に合わず門松

にしてみました。門松を知らない子どもたちはツリーだと

思いながら作っていました(笑)配色を工夫したり、付ける

バランスを考えたり「素敵でしょ～」と自画自賛する子も

いました。これからも子ども達が作りたいと思える作品を

作っていけたらと思っています。 

・寒い日は日差しが温かい場所を求め散歩に

出かけようと思います。季節を感じる霜柱や

氷の発見が楽しみです。 

・お正月遊びの制作をします。内容はお楽し

みに♪節分の鬼の制作も行います。 

 

この頃子ども達同士で本当に良く遊ぶようになりま

した。言葉のやり取りも増え聞いていると、とっても

楽しいです(笑)お家でのママの様子が垣間見られる

こともあるんですよ(笑)それでもまだまだ譲れない

こともあって喧嘩も多く見られます。時にはお互い引

けず叩いてしまい泣く事も…担任が仲介に入りお互

いの気持ちを受け止め、お互いの気持ちも伝えどうし

たら良いかを一緒に考えます。最後には仲直りのギュ

ーをして笑顔になり、また遊びが再開します。あひる

組の時は自分の思いを言葉で上手く伝えられず、手や

口が出てしまう事もありましたが、今では傍で見守っ

てとことん言い合って喧嘩できるようになりました。

これからも沢山喧嘩して友だちの思いに気付いて、も

っともっと仲良くなっていって欲しいです。 

 


